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研究成果の概要（和文）：初等・中等教育現場における身近な地質を題材とした地学教育の充実を目指し，本研
究では，学校のICT設備から簡易に利用可能な地域地質データベース「ふくいジオスポット」の開設，およびそ
れを活用した教育実践に取り組んだ．
　データベースの開設に際し，福井県全域の主要露頭を網羅するように野外地質調査を行い，必要に応じて岩
質・放射年代値等を室内分析によって明らかにした．これらの結果を順次入力することで，データベースの内容
を充実させた．教育実践では，中学校の野外自然観察会に際し，データベースを活用した事前学習を行い，本教
材の有用性を確認することができた．

研究成果の概要（英文）：This study created a database for regional geology “Fukui Geo Spots” for 
promoting the earth science education in elementary and junior high schools by using regional 
geology materials. This database helps students to learn geology and the geological development 
around them. In order to enrich the database, this study investigated a number of geological 
outcrops in the Fukui prefecture, and collected typical rock samples, some of which were analysed 
for their chemical compositions and radiometric age. Evaluating the educational practices in junior 
high schools indicates that the database is a helpful Information and Communication Technology tool 
for advanced field trips.

研究分野：火山岩石学，地球化学，地学教育
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１．研究開始当初の背景 
地学分野の教育において，学習者が自ら直
接地質を観察することは本質的かつ重要で
ある．特に小・中学校理科の「土地のつくり
と変化」や「大地の変化」の単元において，
児童・生徒が周囲の身近な地質に触れる野外
学習は，自らが居住する土地の成り立ちを学
ぶ上で重要であるが，多くの学校では野外学
習が実施されていないのが現状である．この
理由のひとつとして，地元の地質を熟知して
いる小・中学校教員が少ないことが挙げられ
る．さらに，教員が簡易に入手可能な地域地
質情報源（地質ガイドブック等）が限られて
いることも，身近な地質に触れる野外学習機
会を少なくしている一因であると考えられ
る．この問題の解決のために，小・中学校教
員が身近な地域地質情報を手軽に入手でき
る新たなウェブ教材の開発と，それを活用し
た地学教育手法の開発が急務であった． 
 
２．研究の目的 
学校現場において簡易に閲覧可能な身近
な地域地質情報がウェブ上に教材として存
在し，教員がそれを活用した理科の授業を実
施することができたならば，より実感を伴っ
た地学分野の学習を実現させることができ
よう．また，身近な地質を題材とした授業を
行うことで，児童・生徒が地元の地質の成り
立ちに興味を持つ契機となる可能性がある．
さらに，ウェブ教材の活用が野外学習の機会
を増加させることに繋がることが期待され
る．本研究では，これらの実現に向け，詳細
な地域地質データベース（ウェブ教材）の開
設と，それを用いた教育手法の開発を目的と
した． 
 
３．研究の方法 
本研究の目的は，（1）地域地質データベー
ス（ウェブ教材）の開設と，（2）それを活用
した地学教育手法の開発である． 
（1）では，福井県を対象とし，嶺北中央
部・海岸部・北東部，嶺南北部・南部の 5地
域の露頭情報（位置・地質構造・岩質・岩石
鉱物・化石など）を文献・野外調査によって
収集した．必要に応じて岩石試料を採取し，
偏光顕微鏡観察・化学分析・放射年代測定に
よって露頭の地質情報を詳しく調べた．これ
らの調査結果を，開設した地域地質データベ
ース「ふくいジオスポット」に順次掲載した． 
（2）では，中学校において，地域地質デ
ータベースを活用した野外自然観察会の事
前学習を行った．また，「ふくいジオスポッ
ト」上に紹介した身近な岩石・砂を題材とし
た実習内容を複数考案し，小・中学校理科授
業や科学イベントにおいて実践した． 
 
４．研究成果 
 本研究により，県内の 50 地点以上におい
て露頭情報（位置・地質構造・岩質・岩石鉱
物・化石など）を収集することができた．教

員や学習者が簡易な操作で地質情報にアク
セスできるように，「ふくいジオスポット」
では Google Map 上にマーカーで露頭位置を
示すようにした．そのマーカーをクリックす
ると吹き出しが出現し，そこから露頭解説ペ
ージへとアクセスすることができる．データ
ベースへの掲載は現在のところ数十地点分
であるが，残りの露頭情報についても順次入
力作業を行う．また，今後も新たな研究結果
を随時反映させることで，持続・発展可能な
地域地質教材となることが期待できる． 
 本教材を活用した教育実践として，中学校
の野外自然観察会の事前学習を行った．タブ
レット等で見学地点の位置および観察のポ
イントを確認することで，事前学習の内容を
充実させることができた．生徒・教員からも
良い反応が得られ，本教材の有用性を確認す
ることができた．その他，「ふくいジオスポ
ット」で紹介した身近な岩石・砂を題材とし
た実習内容を考案し，小・中学校の理科授業
や科学イベントで実践した．福井県の海浜礫
の観察や，海浜砂からパンニングで砂鉄を分
離する実習を通じ，多くの児童・生徒が県の
地質の多様性に興味を示した．また，恐竜渓
谷ふくい勝山ジオパークと連携して実施し
た理科授業では，小・中学校の周辺に分布す
る火山岩を高温で溶融させ，マグマの状態に
して流す実験を行った．児童・生徒はマグマ
の高温を実感するとともに，地元の地質やそ
の成り立ちに興味を示した．上記のとおり，
「ふくいジオスポット」を活用した教育実践
方法について，いくつか提案することができ
た． 
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